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利用状況 / 構成

（介護保険課　　古〇様　　　　　　　　　　　　　　　）
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３．サービス提供状況（会議開催の前月分）

自立度

水 曜日

利用者家族

民生委員 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他
（エリアマネージャー　梶、優っくり村豊島南長崎責任者　海
保・村松）

16 名 名 名

利用者 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地域代表 安〇〇子

知見者 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

豊島区職員

21

１．開催状況

事業所名 優っくり看護小規模多機能介護豊島南長崎

所在地 豊島区南長崎5-20-16

開催日時 令和 6 年 10

地域包括支援センター アトリエ村包括　担当　様

介護職員

14:00 ～ 15:00

担当者 村松久江、海保知世、梶伊織 連絡先 03-3565-6845

月 23 日

（標準例）《様式２》

２．登録者の状況 （　　　１０月１５日現在）

女性 16 名 男性

16

出席者内訳

名

「令和6年度第4回 運営推進会議」議事録（看護小規模多機能型居宅介護）

通いメイン、週2回宿泊
入浴、訪問利用

週5通い、週2宿泊
退院後支援。週5通い

退院後支援

合計 22 区外利用者
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21 通いメイン
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４．議題及び会議内容

新規ご利用者様の利用状況について。今後の展望

６．事故・ヒヤリハット報告

（発生日時、状況、対応を記録）事故報告0件。ヒヤリハット活動22件(2か月累計)ヒヤリハットとしては、独居で
生活されている方が服薬忘れた件が2か月累計10件上がっている。

独居の方の服薬漏れに関しては電話対応などで確認服薬指示し漏れを防止するよう対応している。引き続き
服薬支援ロボットも活用している。

内容

改善策

15

５．活動報告

７．出席者からの評価

（事業所の雰囲気、レクリエーション等の詳細、利用者の様子、職員研修など、サービス全般について自由に記載）　・理学
療法士が在籍しているため退院後リハや日常の中でも専門職でのリハビリを行うようにしている。今後は地域に出て理学
療法士による体操教室などイベントを行っていきたいとも考えている。現状は日常的なレクリェーションに加え時間をみつけ
散歩に出かけたり週一回の料理レクを定期で行っている。地域の活動にも参加して行きたいと考えている、ボランティアの
方を招きイベントも月1回ペースで定期的に開催しており、落語・音楽ボランティアと受け入れた。月末には隣接保育園と合
同でハロウィンイベントを開催予定
R6.６ より訪問看護ステーションの運営を本格的に開始している。現状グループホームへ3カ所毎週訪問看護で行っている

・レクリエーションやイベントを積極的に取り入れてくれているのはいいですね。
・感染症も増えてきているのでそこも注意しながら活動続けてください
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10．次回開催予定

令和　　　６年　2月　26日　　　火曜日　　１４　　　：００　　　～１５　　　：００

ZOOM、対面での開催で検討中

８．要望、意見及び助言

日時

場所

９．その他

・服薬に関しての報告が目立つ、ここに関しては対応はどういった対応ているか？⇒在宅時の服薬忘れは電話対応で予防
している。ただ全てを防ぎきれていない現状。医師と連携し対応策を都度精査し薬調整なども取り組んでいる


